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抄録 
顎口腔機能の調和を保つ上で、適正な咬合高径を付与するこ

とは重要である。咬合を変更させることが可能としても、何

らかの基準がなければ、垂直的咬合高径は決定できない。

FrankSpearも述べているように絶対に正しい咬合高径という

ものは存在しない。 

今回、安易に咬合挙上が必要と判断し治療を開始した症例を

提示し、今までの経過と反省、これからの治療についてを発

表させて頂きます。諸先生方のご指導・ご教示を頂ければ幸

いです。また現段階での反省点に対するご指摘をどうぞ宜し

くお願い申し上げます。


